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u Bajaレース、いよいよ開幕 
u 24時間耐久レースへの挑戦 
u HP2 Enduro、Bajaを完走  

 
【Bajaレース、いよいよ開幕】 
 
Bajaレースとは、オフロードの世界的コミュニティの間で伝説として語られているレースであ
り、今週末にメキシコで行われるBaja 500レースにBMW Motorradも出場する。 
 
毎年開催されているBajaレースには、Baja 500、1000、サン・フェリペ 250という3種類
がある。バイク、トラック、バギーライダーの狙いはただ 1つ――メキシコのバハ（Baja）半
島を勝利の栄光目指してひたすら走りぬけるのだ。オフロード・モータースポーツに力を入
れているBMW MotorradもHP2 Enduroのチームを結成し、最も過酷なレースに挑む。 
 

 
 
今年の Baja 500レースには、BMW Motorradのオフィシャル・ライダーであるジミー・ルイ
スが HP2 Enduroで帰ってくる。オフロードのベテランライダーであるアメリカ出身の彼は過
去にBaja 1000で優勝した経験を持ち、HP2 EnduroでBaja 500レースに出場できること
を楽しみにしている。チームメイトはデイブ・ドナトーニ（HP2 Baja チームの全てに名を連ね、
最高位は Baja 1000で 2位）とボー・ヘーデン（昨年の HP2 Baja 1000チームで 3位）だ。 



 
ジミーは、「カリフォルニアに生まれたなら、Bajaレースには出ないとね。とにかく危険なん
だけど、ゴールするだけで達成感があるクレイジーなレースだよ。優勝だなんて大それたこ
とは言わないよ。僕らのゴールはレースに出場して、レースを楽しんで、最も過酷なレース
から学んだことを今後の HP2の開発に役立てるってことなんだ」と語っている。 
 
今年の Baja 500は、6月 4日（日曜）の午前 6時にメキシコ沿岸の町エンセナダ（アメリカ
との国境から南に120Km）からスタートする。エンセナダは今年のレースのスタート地点と
ゴール地点を兼ねている。ライダーはセント・ビンセント島を含むカリフォルニア半島全域、
全長約 700Kmのコースを走破する。 
 
BMW Motorradには、HP2 Enduroのレースで最も経験豊かなライダーがいる。ジミーは
Bajaレースや 4つのダカール・レースにも出場しているので、100馬力以上の長時間にわ
たるオフロードレースに準備万端のライダーは彼の他にいないだろう。 
 

 
 
「HP2 Enduroは期待以上の仕事をしてくれるんだ。BMWのバイクは大きな馬力と後輪の
エアサスペンションのバランスが優れてるから、後輪が浮き上がらないんだ。ガタガタした
路面でもHP2 Enduroは跳ねないし、バウンドしないし、今までのリアサスペンションのバイ
クみたいに段差につまずいたりもしない。土を切り裂いていくって感じだよ！」と、ジミー（写
真左）は語る。 
 



「500のコースはかなりきつくてテクニックが要るし、とてもラフで、しかもトラックやバギーが
道を荒らしていくんだ。だから小型で軽いバイクが最適なんだけど、ゴールするだけでもす
ごく大変なんだ。幸運を祈っててよ！」 
 
 
【24時間耐久レースへの挑戦】 
 
先週末の過酷なエルツベルグ・ロデオ（シモ・カーッシが 2年連続でプロローグに優勝した
レース）から帰還したBMW Motorradのチーム・オフロードは、次に出場する全く異なるタ
イプのレースに備える時間がほとんどなかった。 
そのレースとは、ドイツのクロス・カントリー・チャンピオンシップの一環として旧東ドイツのケ
ムニッツ近郊で開催される24時間耐久レースだ。 

 
このイベントはチームとHP2 
Enduroにとって、3月のスノー・
スピードヒル大会や週末のエル
ツベルグ・レースを凌ぐ、これま
でで最も過酷な挑戦となるだろう。
バイクはシモ・カーッシがエルツ
ベルグで優勝したのと同じマシン
だが、今回のレースでは 1人の
ライダーだけでなく4人のライダ
ーの要求を満たさなければなら
ないと、チーム・マネージャーの
ウルフガング・フィッシャーは語る。 

 
「プロのチームが出場するプレステージ・クラスでは、4人のライダーに許されているのは 1
台のバイクのみ。アマチュアライダーには 1人 1台が許されていますが、我々は 1台のバ
イクを4人で乗り回さなければならないので、セッティングを変更する時間も無駄にできな
いんです」 

 
4人 1組のチームには、先週末のエルツベルグに
出場したシモ・カーッシとゲルハルト・フォースターの
他に、ドイツのエンデューロ・レースのスペシャリスト、
サッシャ・エッケルトとヘヒリンゲンにあるBMWオフ
ロード学校のインストラクター、ワーナー・ハウボル
トがメンバーに入っている。 
 
レースは一晩中続くというだけでなく、レース直前の
1週間は豪雨が続いたので状況はさらに厳しくなっ
た。豪雨の影響で、天候は回復に向かっているが
サーキットの路面はレースまでに回復しそうもない。 
 
これについてウルフガングは、「（雨のせいで）トラッ
クはかなり厳しいだろうね。サーキットは起伏がある
し、森がたくさんあるからぬかるんでるだろうし、バイ
クとライダーにはかなりのストレスがかかってタフな
レースになるんじゃないかな」と語る。 
 

 



しかしチーム・マネージャーは、このような悪条件のレースだからこそ HP2の強みを発揮で
きると考えている。「HP2は非常に力強くてパワフルなマシンなので、うまくやってくれると思
います。ヘッドライトは標準仕様なので、夜間のステージにも最適です。必ずや良い成績が
残せると確信しています」 
 

 
 

 
 

【HP2 Enduro、Bajaを完走】 
  
最も過酷で最も困難と言われているBajaレースにおいて、今回の Baja 500でBMW 
Motorradのジミー・ルイス、デイブ・ドナトーニ、ボー・ヘーデンがチームをこれまでの最高
位に導いた。メキシコのバハ半島、全長約 700Kmのコースを10:38:07でゴールした彼ら
の平均時速は約 60Km。結果はバイク部門で 6位、総合で 8位に入った。 
  
ジミーはレースを振り返って次のように語る。「何もかも順調だったよ。少しずつの改良でマ
シンはどんどん良くなってきてるし、ライダーからスタッフに至るまで、レースのたびにチー
ムの結束が固くなっているんだ。僕らが今日こんなに速く走れたのは、スタッフのみんなの
おかげだよ」 
  
濃い霧の中、最初のチェックポイントまでの約 60Kmを走ったのはジミーだった。「スタート
直後は僕の前に1台もいなかったんだ。路面が悪くて岩の多い所で、総合 2位に入った
1Xチームのマイク・チルドレスにだけは抜かされたけど、3、4台は抜き返して、ボーにつな
いだんだ」 
 



  
ボーが走ったのは全長 160Kmにも及ぶ、通称“松の森”。コースの北側に位置する急カー
ブの多い道で、ボーの前にいたのはオープン・プロバイクの 3台とクラス 30のチーム（30
歳以上のライダー）の何台かだけだった。「雨で泥が流されて条件は最悪で、ちょっと気を
抜くとタイヤを取られそうだったから慎重に走ったんだ」 
  
3時間後、ボーはジミーにバイクをつないだ。次にジミーが走るのはマイクス・スカイランチョ
のチェックポイントまで。ここでの彼の使命は、12位から順位をさらに伸ばすことだった。 

 
「僕がこれまで経験したコースの
中でも、一番ひどい道だったよ。
でも経験上、気温 37℃以上とい
う気温が他のライダーを疲労さ
せるということを知っていたから
ね。こんな道にHP2は馬力があ
りすぎると誰もが思っていたけど、
とてもなめらかな走りだから他の
ライダーにこっそり忍び寄っては
アクセルをひと吹きすると、みん
なヘリコプターが不時着するみた
いに道をあけてくれてね。水平 2

気筒エンジンが奏でる音にはこんな効果があるんだよ」 
 
ここでルイスは 6チームを抜かしてデイブにつないだ。デイブが走ったのはバエ・デ・トリニ
ダードの海岸線。ダウンタイムもなく停止も給油のみだったので、太平洋に沿ってサント・ト
マスまで、タイヤがダメになる直前まで好調なペースを保っていた。「タイヤからは煙が出て
たよ。ずっと酷使してたから、ブロックのヤマも残ってなかった。それでも前に進もうとしたら
スピンしちゃって、それで新しいタイヤに変えることにしたんだ」 



 
スタッフは驚異的な48秒という早さでタイヤ交換を終え、最終チェックポイントのオハス・ネ
グロスに向かった。「HP2 は練習走行やプレ走行とレースでの走りはだいぶ違うってことを、
ボーも僕も今回初めて学んだよ。レースでは本当に助けられたし、ここでのライディングは
全てが楽しいんだ」 
  
海岸の道から再び遠ざかり焼けるような砂漠に入ると、気温は 37℃を軽く超えた。ルイス
はゴールの最終コーナーに入った。「コースは田舎道と同じだったから、詳しく分からなかっ
たんだ。正面からは誰かが近づいて来てた。地元の車と相対するっていう危険は幾度とな
くあるから、スコアの方が大事だって思うかも知れないけど、対向車がレースカーともなると
事はかなり違ってくる。僕より前には 6台いたし、後にも何台かいて、僕と全く同じ状況だっ
たよ。でも、事故も無く無事にレースを終えることができて良かった。ライダーを代表して、
素晴らしいピット作業をしてくれたBaja BoundとMag 7のサポートに、そしてチェース・トラ
ックのドライバーやその他のスタッフ全員に感謝します」 
  
今回の結果では、HP2が初めて四輪自動車よりも上の順位を獲得し、Bajaレースのスコア
でもBMWとしてこれまでで最高位となった。ルイスは、「レースを重ねるごとにマシンは良
くなっているし、こんなに大きなマシンでレースに挑んでいる我々を応援してくれるファンの
存在が本当に心強い。今回のレースでは、僕らが一番速いと確信したコースもあったよ。こ
んな感覚は他では味わえないし、かなり楽しい」と語っている。 
  
結果 
  
プロ・モーターサイクル部門 
1位：  ロビー・ベル（カリフォルニア州ムリエッタ）／ケンダル・ノーマン（カリフォルニア州サ
ンタバーバラ）、Honda CRF450X, 8:59:04 (47.22mph) (クラス 22) 

2位：  スティーブ・ヘンゲヴェルド（カリフォルニア州オークヒルズ）／マイク・チルドレス（カリ
フォルニア州ライトウッド）、Honda XR650R, 9:19:20 (45.51mph) (クラス 22) 

3位タイ： ブライアン・ピナール（カリフォルニア州ムリエッタ）／テイバー・マーフィー（ワシン
トン州ウェナチー）、Honda XR650R 
ロン・ウィルソン（カリフォルニア州エンシニタ）／スコット・マイヤーズ（カリフォルニ
ア州サンシティ）、Honda CRF450X, 9:45:10 (43.50 mph) (クラス 30) 

5位： ローガン・ホラデイ（カリフォルニア州ロンポック）／クイン・コディー（カリフォルニア
州ロス・オリヴォス）、Honda XR650R, 10:13:11 (41.52mph) (クラス 22) 

6位： ジム・オニール（カリフォルニア州チャッツワース）／クレイグ・アダムス（カリフォル
ニア州オーシャンサイド）／トム・ウィリス（カリフォルニア州ラスベガス）／エリック・
ブラウン（カリフォルニア州フェニックス）、Honda XR650R, 10:24:19 (40.78 mph) 
(クラス 40) 

7位： ジェイソン・トゥルーベイ（アリゾナ州ブルヘッドシティ）／ルーク・ドッドソン（カリフォ
ルニア州キャスティーク）、Suzuki RMZ450, 10:37:28 (39.94 mph) (クラス 21) 

8位： ジミー・ルイス（カリフォルニア州コスタ・メサ）／デイブ・ドナトーニ（カリフォルニア州
サウザンドオークス）、BMW HP2, 10:38:07 (39.89mph) (クラス 22) 

9位： J.デビッド・ルヴァルカバ／ロゲリオ・パンド（メキシコ・エンセナーダ）、Honda 
XR650R, 10:38:23 (39.88mph) (クラス 30) 

10位： デビッド・マッケー（オレゴン州ウッドバーン）／デビッド・モートン（オレゴン州キャン
ビー）／ポール・オストボ（ワシントン州クレ・エルム）、Honda CRF450X, 10:38:42 
(39.86mph) (クラス 40) 

 


